
 

 

 

 

TM運営連絡協議会開催 

 
来年度のチームメディカルの事業計画を検討する

ために、2月 9日（木）に校長室で、チームメディカ

ル運営連絡協議会を開催しました。 

平成 28年度に協力していただいた病院、大学、研 

究所、外部教育機関、東京都教育委員会の方々があつ

まりました。校長から TM 事業の進捗状況、今年度

の高校 3年生の進学状況などの説明後、今年度の事業

内容の確認と来年度に向けた事業の改善等を検討し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

平成 29年度に向けて、病院、大学等から一層の協

力を得られることになりました。また、平成 29年度

からは、東京都医師会の協力も受けられる見通しと

なりました。新事業内容は、3 月中に説明をします。 

 

 校長の挨拶 

 

 

 

          会議中の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京都立北特別支 

TM生徒・保護者ミーティング 

チームメディカル所属生徒とその保護者を対象としたミーティングが、3月 4日（土）午後 1時から本校

会議室で開かれました。校長から医学部医学科受験に向けたお話、TM担当者から来年度の行事内容につい

て、ベネッセコーポレーション、駿台予備校の講演がありました。 

 

来年度に向けて、一層パワーアップした内容で、 

医学部医学科への進学支援を行って行きます。 

ご期待ください。 

また、3月 23日（木）に新入生に向けて TM活動の概要説明が 

行われます。新入生の入会希望者ならびに来年度参加予定者を対象に、 

平成 29年 4月 15日（土）全体ガイダンスを行う連絡をします。 

   

   



こだま分教室訪問 ３月１４日（火） 

東大の赤門前での現地集合で、１９名（１年１６名、

２年３名）が訪問しました。こだま分教室は病院内に設

置された院内学級で、平成８年開設です。「東京都立北

特別支援学校東大こだま分教室」が正式名称です。東大

の中央病棟内にあり、小児ガンや白血病その他で闘病中

の生徒/児童が毎日勉強しています. これは入院期間中

の学習の遅れを取り戻し、日常生活を維持し、生徒同士

交流し、また、退院後の学校生活をスムーズにします。

発病、入院等へのショックや混乱、日々の病院生活の中

で、メンタルケアも重要な部分を占めるとのことです。

このような分教室、国立がんセンター他にもあり、集中

治療室での授業もおこなわれています。また、病室で個

別に授業をおこな

う「訪問学級」も

慈恵医大などでお

こなわれていると

のことです。 

 

 

小論文講座５       国語科 横堀 利明 

表現技巧 テクニック 

 

 具体的に論文を書くときの注意点について記します。

「私はすらすらと文章が書ける」という人には必要ない

かもしれません。むしろ書くのが苦手な人向けの注意点

です。 

 １ 最初に構成を 

  基本的に三段構成で考えましょう。といっても最初

から構成ができるわけではありません。書きたいことを

短い文でまとめて並べます。その中で一番言いたいこと

を決めて、それをどう支えるか、最終的に三つの文でま

とめます。四段、五段になるのは、三つの部分のいずれ

かが分化した場合と考えるとよいでしょう。例えば、第

二段落に例示をあげるとき、例示が二種類になれば、結

果として四段落になるというわけです。 

 ２ 文章は積み木のように 

 最初から最後まで流れるように文章を書くという発

想はやめましょう。必要な要素をあげてそれをうまく順

番に並べると考えた方が気持ちは楽になります。そのた

めには一文一文を短くすること、つまりは一つ一つの文

の内容を明確にし、それを積み上げて論を構成するとい

うことです。但し文章の流れ、構成は最後に確認しまし

ょう。箇条書きではないのですから。 

 ３ 「そして」「なぜならば」「例えば」などのつなぎ

の言葉はうまく省きましょう。書いてはいけないという

のではありませんが、文と文の並べ方で関係性は示せま

す。こうしたことばがカットできると密度の濃いしっか

りした文章になります。特に要約文の時にはない方がよ

いです。 

 「彼はきっと成功するだろう。（なぜならば、）能力は

高いし、性格が人一倍よいからだ。」 

 ４ 指示語を使うときには極力注意してください。内

容をはっきりさせるためには、同じ表現を使った方がよ

い場合もあります。 

 ５ 主語と述語は近づけた方が読みやすくなります。

例えば以下の文では 

「私は義仲が、巴御前が大力の男を倒して逃げ落ちて

言ったときに、これほど強い武将がいたのならばたとえ

女であっても、最後まで一緒に闘って欲しかったと思わ

なかったのかと感じました。」 「私」「義仲」を後の述

語に近づければわかりやすくなりますよね。 

 以上を参考に実際書いてみてください。 

 

小論文講座６ 文は人なり  国語科 横堀 利明 

 

 今までこのコーナーでは文章を書く時の留意点につ

いて書いてきました。文章を書く時の“型”についての

話だったと思っていただければよいでしょう。 

 物事には基本があります。勉強でもスポーツでも芸事

でも型を学ばなければ伸びないでしょう。そういう意味

で型を学ぶことは大切です。しかし、型さえ学んでおけ

ば誰でも“その人の”文章が書けるというものではあり

ません。誤解をおそれずにいえば、型ができた後で、型

を崩す必要があります。 

 型を崩すといっても意図的にばらばらにするという

ことではありません。自分が思ったこと、感じたことを

ストレートに言葉にのせて表現していく、その結果、型

からははずれてしまうこともある、けれど執筆者の思想、

感情はよりよくそこに表出されることがあるというこ

となのです。あるいは形は整っていないけれどその人独

自の型が自然にできあがってくるというわけです。 

 文章は執筆者と受容者と書く内容の関係の上に成り

立ちます。どういう状況で誰に対して何を書くのかとい

うことを考えて表現しなければなりません。その中でい

かに自分を表現していったらよいのか。最終的に言える

のは“文は人なり”ということです。どうか様々な言語

体験を通して自己を鍛え、良き表現者となっていってく

ださい。（最終回）＊連載ありがとうございました。 

 

●来年度の小論文対策ですが、TM 生は、SSH 小論

文講座に、聴講参加を可能にしていただいています。 

機会を生かして、実力アップにつなげてください。 

 

●今後の予定 

 3月 24日（金） 卒業生の医学部入試体験講話 

          午後 1時 30分～ 生物講義室 

 4月 15日（土） TMガイダンス 

 4月 22日（土） チームコンセンサス研修２ 


